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論文

貨幣の効用と消費者余剰

-1つの試論ー一

堀 江 義

1. は じめ に

言うまでもなく，消費者余剰に関する論文はおびただしい数に上る。そうい

う状況にあって，本論はこの分野の展望を試みることを目指すものでは全くな

く，そのような目的のためには，たとえば Currieet叫〔 1〕あるいは鈴村

〔11〕がすぐれた業績を残している。それにもかかわらず同様のテーマを掲げ

るには，主として次のような 2つの理由による。

私見によれば，今日までの消費者余剰に関する諸論は，簡単に言えばヒック

スの一連の業績によってもほぼその骨格は与えられている。「補償変分」と「等

価変分」という概念がそれである。しかるに， ヒックスが求めなかった，もっ

と直接に消費者余剰の概念を表す指標が 1つあるのではないか。本論は，その

「もう 1つの概念」を提示することが第 1の目的である。

第 2は，貨幣についての考え方に関連する。ヒックスにおいては，貨幣とい

うのは，時に「合成財」であり，時に「価格を 1としうる財」である。この仮

定は，消費者余剰の適用範囲を著しく限定するものではないか。物価が変動す

る時，貨幣の購買力は変化する。このことは我々の日常生活の常識のようなも

のであるが， ヒックス流の消費者余剰はこのような状況に対しても適用可能な

のか。こういう素朴な疑問がある。

本論の動機は，主に以上のようなものであるが，遺憾にして本論は第 2の疑

問には正面から取り上げていない。内容としては，まずヒックスのマーシャ）レ
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解釈について触れよう。次に「補償変分」の説明をする。その後に，我々の消

費者余剰概念を提示する。我々のそれは， ヒックスとは概念において異なると

同時に，計算方法においてもー 2次近似の仕方において一若干異なる。最後に

我々の概念と既成の諸概念との関係について検討する。

2. ヒックスの消費者余剰 (HCS)

ヒックスは，よく知られているように，〔 1〕（安井琢磨，熊谷尚夫訳「価値と資

本」 I,岩波書店， 1967年， p.52) において， 「完全に一般的な」即ち「貨幣の限

界効用に関するいかなる仮定とも無関係」な消費者余剰を定義した。第 1図に

おける RSの長さがそれである。

第 1図において，横軸にはある財 Xの数量 x,縦軸には「貨幣量」切が測

られている。 I。および Iiは無差別曲線であるが，ここでは，ある消費者が

(1) U=u(x, m) 

という形の効用関数を持っているものと考えられている。 Uは効用， Uは関数

である。ある期間において，この人の所得が zに与えられているとすれば，こ

の人の予算制約式は

(2) z=M+px 

m 

z
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z=M+px 
z=M+wx 

第1図
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で表される。 M は貨幣額， pは X財の価格である。そして，図における直線

ZRが(2)式に対応する。

ここで M と m との区別について触れておこう。当初， ヒックスは X財以

外の「他の財」を一括して「貨幣」とした。従って，「他の財」にも価格があ

るはずで，それを qで表すなら， M=qmである。しかるにヒックスは後に，

(8〕(p. 115)において，「その価格が 1として取り扱われるような財」を貨幣

としている。その限りでは， q=lとしてよいわけで，我々もこの節において

は qを 1としておこう。

さて，、この消費者は初めにZ点の状態にある。効用極大化行動の結果として

彼（女）は R点へ移動し，支払われる貨幣量は NRである。もし彼が X財を

無しで済ますなら彼は I。の効用水準に留まる。あるいはまた， X財の OT量

を購入するために NS支払うならば，やはり I。の水準に留まる。従って，彼

はX財を無しで済ますくらいなら（高々） NSの貨幣を支払って OTの X財を

購入しても悪くはならない。このように，交換前に比べて交換後の状態が悪く

はならないような貨幣の最大支払い量が， ヒックスの意味での「支払ってもよ

い価額」であり，それは NSで示される。

実際に支払われる価額は NRであったから，ヒックスの消費者余剰 (HCSで

表す）は， NS-NR=RSとなる。ところで， ヒックスの「支払ってもよい価格」

を w(幻）で表すなら， w(x)x=「支払ってもよい価額」であるが， •この w(x)

を用いれば HCSは代数的には次のように表せる。即ち，与えられた価格Pに

対して

(3) HCS=(w(x)-p)x 

さて， Z点と S点とは同じ効用水準にあったから， u(O,Z)=u(OT, TS), 

あるいは

(4) u(O, Z) =u(x, z-wx) 

を満たしていなければならない。上式を満たす W は，第 1図の直線 ZSの傾

きに対応する。他方， pについても効用極大化の結果として

3 
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(5) u,,(x, m) =Pum(X, m) 

が成立している。ただし， u,=au/aj(j=x, m)である。上式を満たす点が第

1図の Rである。さらに， p・OT+TR=z,w(OT)・OT+TS=zが成立するか

ら， RS=_TR-TS=(w(OT)-p)・OTとなっていることも確認できも

第2図において HCSを (x,p)平面に表す方法を考えよう。図において曲

線Pは通常の「マーシャルの需要曲線」であり，それは(5)式を満たしている。

曲線 W は(4)式を満たしている。 wが Pの上方に位置することは第 1図から明

らかであろう。

ここで，一般に領域 rの面積を A(r)で表すことにすれば， (3)に・よって，

HCS=A(EFGH)となることは明らかである。ついでながら，次節において述

べるマーシャルの消費者余剰は同図の A(DFH)であるから，一般にはこれと

A(EFGH)とは等しくはならない。

ここで注釈を、2つ加える。第 1に，ヒックスはマーシャルと同じように「支

払ってもよい価格」という用語を用いているが，両者の意味は区別しておかね

ばならない。次に， 「貨幣」を「その他の財」と見なした場合には「その他の

財」の価格が問題となるが，この場合は

(6) HCS= 〔(w-p)/q〕ダ

p
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としなければならない。

3. マーシャルの消費者余剰 (MCS)

397 

今日の時点から見れば，前節の HCSはヒックスにとってはあまり重要な意

味を持たないかもしれない。と言うのは， ヒックスは改めて後に「補償変分」

の概念を導入しているからである。しかし， たとえそうであるにしてもヒック

スのマーシャル解釈の問題は残されている。それ故，この節ではマーシャルの

消費者余剰（これを MCSで表す）について見ておこう。

MCSは前節の A(DFH)であるが， 結論としてはその通りであるとして，

マーシャルはそれを説明するに当たり具体例から始めている。

るには， やはりここから出発するのが便利であろう。

MCSを理解す

第 3図はマーシャルの例そのものである。図における右下がりの点列が通常

の需要「曲線」である。この点列は次のように読まれる。もし価格が20シリン

グなら， 当該消費者は 1ポンドの茶を購入する，価格が14シリングなら 2ポン

ド，·……••といった具合に。これはまたマーシャルに従って次のようにも読め
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る。彼（消費者）は，もし茶を 1ポンド買うのであれば20シリングを支払っても

よい，と思っている。もし 2ポンド買うのであれば追加の 1ポンドには14シリ

ング払ってもよい。 3ポンド， 4ポンド，………と購入を増加させる場合も同

様にして「支払ってもよい価格jをグラフから読みとることができる。

今，現実の価格（実際に支払う価格）は 2シリングである。すると彼は，もし 1

ボンドだけ茶を購入するならば， 20シリング支払ってもよい財を 2シリングで

手に入れるわけだから， 20-2=18シリング相当の余剰を得る。同様にして，

購入量を増加させることにより，

(20-2) + (14-2) +…...... 

のように余剰は増加し， 結局 7ボンドの購入により総余剰 45を得る。 これが

MCSである。

以上の説明から要点をまとめよう。第 1に， MCS=45は第 3図の斜線部面

積である。このことから，需要曲線が連続関数の場合の MCSを次のように定

義してよい。

(7) MCS=『(/(x)-f(a)〕dx 

゜ここに aは X財（上の例では，茶）の購入量，そして

(8) P=f(x) 

は需要関数である（マーシャル〔9〕,p. 128, 脚注を参照）。

第 2に，上の面積を計算するに当たって，貨幣の限界効用一定，という仮定

は用いられていないし， また必要でもない（マーシャル自身は仮定していたにして

も）。もしここで， 上の45シリングを何単位かの効用増分に対応せしめようと

するならば，その場合には貨幣の限界効用について何らかの仮定が必要ではあ

るが。

第 3に，マーシャルにおいて「支払ってもよい価格」というのは，すでに見

たように， 需要曲線上の各 xに対応する価格 f(x)である。同じ用語をマー

シャルは『J(x)心の意味でも用いているが，両者を区別するために， ここで

゜は後者を「支払ってもよい価額」と言い換えておく。そうすると， MCSは，支

6 
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払ってもよい価額と実際に支払う価額(af(a))との差として定義される（〔9〕，

p. 124, 馬場啓之助訳「経済学原理」 II'東洋経済新報社， 1966年）。

ここまで来れば HCSと MCSとの違いははっきりしてくる。もし貨幣の限

界効用を一定と仮定すれば両者は一致する。これはヒックスによって指摘され

ていることである。我々の注目するところはもっと別のところにある。前節に

おけるヒックスの消費者は， X財を OT単位購入するか， さもなければ全く

購入しないか，の選択をせまられている状況にあるわけで，その意味でこれは

"all or none" (ヘンダーソン〔2〕）の選択であった。しかるにマーシャルにお

いては，消費者は望むならば 1単位，あるいは 2単位，………というように何

単位の財を購入することも可能な状況が想定されている。このように両者の想

定する状況が異なるということが，結果として，両者の「支払ってもよい価額」

の違いをもたらしているわけである。この点で， ヒックスはマーシャルを忠実

に解釈したとは言いがたい。

4. 所得の補償変分 (HCV)

ヒックスの HCSについては第 2節において述べられたが，彼は〔 6)にお

いて改めて消費者余剰を定義しなおしている。そこでは消費者余剰を表すもの

として 4つの指標が提示されているが，我々が直接に取り上げるのはそれらの

うちの 1つ，「補償変分」 (CompensatingVariation)である。以後，これを HCV

と記す。

第 4図(i)は第 1図を基にして描かれている。ただし，今度は消費者の初期

状態は E。である。現在価格 Poにおいて，この人は最適状態 E。にあり，効

用水準は I。である。

ここで価格が変化してかになったとしよう（か<Po)。この人は凡へ移動

し， X財の需要は x。から功へ変化する。同じことを(ii)図で言えば， E点

から G点に移動する。曲線 ECがマーシャルの需要曲線である。

次に， (i)図において直線 ZE1に平行かつ I。に接する直線を引く。これと

7 
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第4図

I。との接点を s,これと m軸との交点を Yとする。また，この直線と凪を

通る垂線との交点を Lとする。この時， HGVは次式で与えられる。

(9) HCV=YZ=LE1 

周知のように， E。から Sへの変化はスルツキ一方程式の「代替効果」に対

応し， Sから瓦への変化は「所得効果」に対応する。

初めに E。にあった消費者は，価格変化に反応して E1に移動した結果，効

用水準において I。から 11へ上昇した。 この場合， もし消費者が価格変化の

後においても価格変化前と同じ効用水準に留まるように所得 (z)の調整がなさ

れたとすれば，彼は S点を選ぶだろう。従って，瓦点と比較されるぺきは基

準点は， E。ではな<sである，とするのがヒックスの考えでる。

同じことは(ii)図によっても説明されうる。所得の補償変分を伴った場合の

X財需要は Eから Hを通る曲線によって示される。これがヒックスの需要曲

8 
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線である。そうすると HGVはまた次のよう9にも表しうる（〔6〕p. 34, Fig. 3)。

(10) HCV=ACPaEH;_か）

さて我々は，再びMCSとの関係を問わねばならない。ヒックスによれば，

p。からかへの価格変化による MCSの変化は， (i)図においては ilMCS=

KE., である（〔5〕p. 127)。他方， (9)により HCV=LE1であるから，ここでは

HCV>JMCSが成立する。次に(ii)図を見よう。価格変化による MCSの変化

は， ilMCS=A CPoEG. か）である。従って，同図からは HCV<JMCSが得られ

る。これは矛盾である。

マーシャル自身は (i)図のような無差別曲線を用いているわけではない。

KE1を ilMCSとするのはヒックスの解釈によるものであって，この点でもヒ

ックスのマーシャル解釈には誤りがある，と言えよう。

5. 支払ってもよい価格

すでに述べたように， ヒックスの「支払ってもよい価格」はマーシャルの意

味するところとは違ったものであった。そこで我々は，改めて (x,m)平面に

マーシャルの意味での「支払ってもよい価格」を表す方法を考えてみよう。

まず(2)および(5)より Pを消去すれば

Ull u,,(x, m) =(z-m)um紅， m)/x

がえられる。これが所謂「価格ー消費曲線」であるが，第 5図(i)の PCCが

それである。消費者は，価格が p。の時は E。点を，かの時は瓦を選ぶ。っ

まり第 4図の場合と同じである。

今，価格は Poであるとしよう。その時，需要量は知である。この場合，

消費者が第 x。番目の1単位に支払ってもよいと考えている価格もまた Poで

ある。すでに見たようにマーシャルの場合は，購入する財が何単位目のものか

によっ＼て「支払ってもよい価格」は異なる。今の場合， もし第がC<xo)番目

の 1単位に対応する「支払ってもよい価格」を求めるにはどうすればよいか。

“’点上に“軸と垂直な直線を引き， PCC曲線との交点を Q とする。 Zより

， 
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第5図

その傾き P'が「支払ってもよい価格」である。

さて， ここまで来ると同じ図によって MCSを表現することもできる。価格

が Poからかに下落した時， MCSがどこに現れるかを考えよう。

価格変化前にはぉ。の購入に Poxo=E。K 支払っていた。 変化後， 彼は同じ

x。を購入するためにかxo=KNを支払えばよい。 つまり， この価格変化によ

り LIMCS疇 K-NK=E。N の消費者余剰が新に生じたことになる。これはま

た (ii)図における A(PoEFか）に等しい。

あるいは次のようにも考えられる。価格 p。において最後の 1単位に対する

「支払ってもよい価格」は Poであった。もし彼が第功番目の 1単位をこの

同じ価格で購入してもよいと考えれば， 支払ってもよい価額は P立1=RL, し

かるに実際に支払う価額は E1Lであるから，」MCS=RL-E1L=RE10

(ii)と対応させれば， L1MCS=A(Po]GP1)となる。

10 
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以上， 2つの LIMCSの間には A(EJGF)の差がある。しかし，この差はリ

ーマン積分における上積分と下積分との差に当たるものであって，本来は問題

とするに当たらない。もし問題にせざるをえないとするならば，それは価格変

化が大きい場合であるが，その場合は区間 (Pt,Po〕をさらに分割すればよい。

ただし， ヒックスの場合の消費者は allor noneの選択をしているから，こ

のような分割は不可能である。かくて我々は， LIMCSの幾何学的表現としては

E。Nあるいは RE1として何ら差し支えない。

以上， ヒックスのマーシャル解釈の問題とからめて消費者余剰の性格を論じ

てきた。次節以降においては，改めて，より詳しく消費者余剰の概念そのもの

の検討を行いたい。

6. 間接効用関数

我々がこれまでに行った分析の基本的枠組みは， (2)および(5)である。そこで

後の考察の便宣上，それらを次式の形にまとめておこう。

U2) z=m+px, Ux(X, m)-Ap=O, Um(X, m)-A=O. 

上式においては相変わらず q=lとされているので M=mである。また入

はラグランジュ未定乗数を表す。このモデルは， zおよび Pをパラメーター

として， A,X, m を未知数として・解く形になっているので， 解を次のように表

しておこう。

(13) A=A(P, z), x=x(p, z), m=m(P, z) 

次に， a2u/aiaj=u;;Ci,j=x, m) として

ヽ

／umuxm
』
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z
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 印（

 

を作り，〔H〕の行列式を Hで表す。以下においては， H>Oと仮定し，さら

に次の記号を定める。

H。:Hにおける要素 0の余因子

11 
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H1 : 同じく，要素 U; の余因子

H;; : 同じく，要素 U;;の余因子

そうすると(13)の全微分により

［い—叫/H, 入，＝ー''(H.—嘩）/H, 

(1~Xz= J. 比/H,Xp= J.(H,.,, ―“比）/H, 

m戸入比/H,mp= J.(Hxm―x比）!H 

がえられる。ただし， a;=8a/8j(a=i,x, m; j=p, z)である。後の便宜上，

ここで次の仮定を加える。

{15) Umm:s;:O, H,.~O. 

上式のうち第 1の仮定は，貨幣の限界効用が逓増することはない，という意

味であり，第 2の不等式は，劣等財の排除を意味する。

ところで， (1)によって与えられた効用関数は，そこへ(13)を代入することによ

り

(16) U=u(x, m) =v(p, z) 

と書ける。 V は関数記号であるが， 「間接効用関数」と呼ばれる。

7. 効用の近似値

ここで表現の簡単化のために， (x,m)'=r, (p, z)'=sとおけば， U6lは

{16) U=u(r) =v(s) 

としてよい。 r,sはそれぞれ列ベクトルである。

上式を任意の点 So,あるいはそれに対応する点 r。においてテイラー展開し

て2次の項までとれば，

1 1 
U7l i!U=u,'ilr+-ilr'〔比〕 ilr=v.'ils+-ils'〔G。)ils

2 2 

がえられる。上式において， u,'=(u,,,Um), V,=(vp, Vz)であり，さらに V;=

av/ai, v;1=舒v/a町 Ci,j=P, z)として

〔品〕＝［ここ］，〔G。〕~[_::: :::] 
12 
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である。ところで， rは S の関数であるから Jrもまた Lisの関数である。従

って，やはり 2次までの近似によりんおよび Limはそれぞれ次式で表され

る。

『F ふ,,,+½'-" 〔J』,,
1 

.dm=m.'.ds +百.ds'〔心.ds

US) 

ここでは i=i,m として

(19) is'=(り， iz),⑰〕 =[::: :::] 

そして伍＝的;ajak(j, k=p, z)である。

以上によって効用の変化を近似的に求めるための準備ができた。 (1加の第 1式

にU8)を代入することにより

1 
(20) AU=u,'(x.', 加')'As+-As'(uz〔］』＋匹〔]m〕十〔k〕）As 

2 

がえられる。上式においては Asの3乗以上の項が無視されているから，上の

AUは近似値である。ここにおいて〔k〕は

〔.K)=[邸 Kpz
邸 KJ

ただし Kpp=rp'〔H砂rp,K正=rp'〔品〕な， 9

Kzz=rz'〔比〕 rz, 

そしてり'=(xp'.mp), rz'=(石，加）である。聞の第 2式により, (20)の右辺は

次の関係を満たさなければならない。

(21) 
tp=U山 +um叫， Vz=Uふ十Um加，

〔G。〕 =u,,(J』＋如〔lm〕十〔k〕

8. 無差別曲線

間接効用関数を用いて (p,z)平面に無差別曲線を描いてみよう。

v(p,.m)=U C定数）とおけば， vpdp+vzdz=Oである。 Vpおよび Vzを求め

よう。 U4lおよび(21):より

Vp=入〔(u,,H,,,,,+umH.:m) -x(uェ比+umHm)〕IH 

13 
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であるが， 行列式の性質により， 右辺の第 1の括弧内は 0' 第 2の括弧内は

H, 従って Vp= —入x を得る。 v についても同様にして求められ，

(22) Vp= —入X, v,=入

が成立する。従って， dz/dp=x>O. さらにこの式を Pで微分すれば， d2z/d, 炉

=xp+x,dz/dp=xp+X. Xz。ここへ(14)を代入すれば

(23) d稔Id_炉=xp+X.x,=J.Hxx!H<o 

がえられる。 Hxx=-um2<0によって，上の不等式が成立することも明らかで

ある。かくして無差別曲線は，たとえば第 6図の U1,砧（仏＜砧）のようにな

る。

9. 貨幣の限界効用

我々は貨幣の限界効用（これを MUMで表す）を au/am=umによって定義し

よう。この時， (12)によって Um=}.であることは明らかである。 また， (21)およ

び(22)により， au/az=vz=入であるから，ここへ(14)を用いて

(24) Vzz=Az=一J.2Ho/H:c;::o

が成り立つ。後の第11節において， MUMが m の値の如何にかかわらず一定

z 

U2 

゜
P2 P1 p

 

第6図

14 
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となる場合について，それが消費者余剰の計算にどのような影響を与えるかを

検討するが，あらかじめ記せば， MUM=一定の時は，

H。＝比=O

が成立するので， (14)により入p=心＝必=0である。

10. 消費者．余剰

さてこの辺で消費者余剰の概念を，できるだけ一般的な形で定義しておこ

う。我々 は， これをマーシャルの考え方に則して，価格変化によって生じた効

用の変化を何らかの方法によって貨幣額で表示したもの，と定義する。ここか

ら直ちに，どのような方法によって効用を貨幣額と対応させうるか，という問

題に当面するが，この問題にすぐさま立ち入るよりは，まず価格の変化と効用

の変化との関連を先に見ておく方が便利である。

価格変化にもとずく効用変化の大きさを，ここでは仮に「効用表示の消費者

余剰」と呼び， ucsで表す。 UCSは， LIP=l=Oかつ Llz=Oとした時の LIUの

値で示される。即ち， (20)および(21)により

1 
(25) UCS=vpLlp+百Vpp(L1p)2

によって与えられる。ただし，上式において

(26) Vpp=UxXpp+Um叫 p+Kpp

である。ここでまた，計算の便宜上，次のような置き換えをしておこう。

(27) 
{
a=pxpp+qmpp, fi=pぃ+qmpz,r=Pふz+qm,,,

硲 =Kpp,ただし q=l

この時， (12), (22), (26), (27)によって(25)は次のように書き変えられる。

1 
(28) UCS=J. 〔ーxLlp+-(a+B)(Lip)門

2 

ここで a及び 8について説明を加える。 Xppはマーシャルの需要曲線がど

ちら向きに凸となるかを示す指標であり，一般には Xpp=/=0.mpp についても

同様である。従って， a=I= 0としてよい。次に 8については

(29) か=J.Hxx!H=xp+X.x,<o 

15 
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が成立することを示そう。 U4)によって

Tp 〔比〕 =-l(uェェHxx+ UxmHxm, UxmHxx + Unm,H→ /H 

=-l(H-ux比，ーUm比）IH 

であるから

(30) Kpp=rp 〔品〕rp=え〔(H-uェ比）Xp-UmHx叫〕/H=J.2Hxx!H 

かくして, (23)および(27)により'(29)が導かれる。

さて(28)に戻ろう。そこでの右辺において（〕内の項を見れば，それは貨幣

表示の値になっていることがわかる。この節の初めにおける我々の定義によれ

ば，これを消費者余剰としてもおかしくはない。そこで次式によって消費者余

剰 CSを定義する。

131) CS=-x.dp+-(a+o)(.dp)2 
2 

言うまでもなく， UCS=.lCSである。従って入は貨幣単位の CSを効用単位

の UCSへ変換する場合のコンバーターの役割をはたしていることがわかる。

その意味で消費者余剰と貨幣の限界効用とは密接不可分の関係にある。

次節以降において我々は，上の CSとマーシャル，あるいはヒックスの消費

者余剰との関連はどうなっているかを検討するが，その前に a,P, rおよび 8

の関係について整理しよう。

まず， vz=入より， V.pz=えp=炉(xH,。-H心/H.他方， Vpz=UxXp,+Um叫 z+K肛

であるが， (14)により Kp,=0が示されるから， Vp,=A(ftXpz+mpz)=絃．従って

次式がえられる。

(32) Vpz =絃＝心＝炉(xH,。-Hx)!H

今度は次式が成立することを示す。

(33) Vzz =入r=-l.=―炉比/H

Kzz=Oであることは(14)より示されるので， Vzz=uxXzz +Ummzz =祈．この式と(24)

とにより， (33)が成立する。

次に Vppについて。 (22)より Vp=-hであったから，両辺を Pで偏微分し

て， Vpp=-(えpX+AXp)。ここへ閥を用いれば， Vpp=炉(2xHxーがHo-Hxx)/H.

16 
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他方， Vpp=入(a+iJ)はすでに示されたので，次式を得る。．

(34) Vpp=A(a+iJ) = -(lpx+lxp) 

＝炉(2xH,,ー炉H。-H丘）!H 

さらに(14)より

(35) えp+X入z+入x,=O

が成立するので，この式へ(32)および(33)を代入して

(36) (i+rx+必 =O

409 

がえられる。また， (29)および(34)より，入(a+2iJ)=x(lゎーら）であるが，ここへ

(35)を代入して， 2(a+2o)= -x(2ら+xと）。従って， (32)および(33)により， 2(a+

20) =一入x(2(i+rx),故に

(37)~+20+2紅+r炉 =O

11. 貨幣の限界効用一定

貨幣の限界効用が一定の場合に(31)式がどのように沓き替えられるかを見てお

くことは大変興味深い。なぜなら，そうすることによって他の消費者余剰との

比較がし易いからである。

第 9節において述べたように，この場合は Ho=H,,=Oであるから， (32)およ

び(33)を用いて， /i=r=Oがえられる。これと(37)により， a+o=-o.これを(31)に

代入することにより次の結論がえられる。

貨幣の限界効用が一定の場合は次式が成立する。

1 
(38) CS= -xL1p--o(Lip)2 

2 

実は， MUM'が一定でない場合においても a,fl, rおよび 8の間にはもう

1つ条件が必要である。 (37)式はぷに関する 2次方程式と見なされるから，いわ

ゆる判別式の条件を満たさねばならない。従って，

(39) (i2~r(a +2o) 

さらに Xは正の値でなければならないが，そのための条件は必要な個所におい

て述べることとしよう。

17 
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12. 等価変分 (HEV)

今度は .dz=foO,.dp = 0として効用の変化を求める。 (17)より

1 
(40) .dU=vz.dz十万知(.dz)2

あるいは(22)および(33)を用いて，

1 
(41) .dU=l(.dz+-r(」が）

2 

がえられる。ここでまた 1つの消費者余剰の概念を構成することができる。

所得変化は価格変化と同様に効用を変化させる。 .dpの価格変化が生じたと

して，それがもたらす効用変化 (UCS)とちょうど等しいだけの効用変化をもた

らすような所得変化を消費者余剰と定義することである。これがヒックスの等

価変分 EquivalentVariationであり，これを HEVと表す。

HEVは'(28)と(41)とによってえられる方程式

(42) r(.dz)2-(a +a) (.dp)2 +2.dz+2x.dp=O 

の解としての年である。上の式は， a+o>Oならば (.dp,.dz)平面上の楕円，

a+<oならば双曲線を表すが，いずれにせよ解は

(43) r.dz+l=士〔r(a十o)(.dp)2-2rx.dp+ l〕％

によって与えられる。ただし，右辺の負の符号は採用されない (.dP=Dの時， .dz

=Oを満たさない）。

上式をもう少し処理し易くするために，右辺をマクローリン展関して 2次の

項まで求めれば，

1-rx(.dp) + fca+oーが）(.dp)2 

となるから，結局， (42)の根として

1 
(44) HEV =—吟＋百位+a—rx2)(.dp)2 

をうるが， ヒックス〔 5〕との対応をつけるために右辺の (a+o-r炉）を書き

換える。

Vpp=l(a+o)に(34)を用いれば， a+i3=2x幻叶rぉ2-a. 従って(29)により， a+

?J-rが =x• 必ーXpとなり， (44)は

18 
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1 (45) HEV =-xLlp+百(x.必 ーXp)(L1p)2 

としてもよい。これはヒックス〔 5〕p. 132における記号で表せば， L1,Mに当

たる。

ここで第 6図を用いて HEVと CSとの関係を示そう。当初，価格かにお

いては E点が均衡点であるとする。価格が加に下落した結果として均衡点は

Gに移動し，効用は砧一仏だけ増加した。この増加の大きさが (25)における

ucsである。そして，この UCSに対応する貨幣の増加量が CSである。こ

れに対して， HEVは Eから Fへの移動に対応する貨幣量を表す。つまり，

ヒックスは Eから Gへの移動に対応する貨幣量を求める代わりに， Eから

Fへの移動に対応する貨幣量をもって「消費者余剰」の 1つの尺度と見なした

わけである。

r=O の時は， (42)あるいは(4~によって， HEVを計算することができるが，そ

の結果は CSと等しくなる。即ち，貨幣の限界効用が一定の時は， CSとHEV

は等しい。

13. HCV再論

i1p=/=Oの時 i1U=O を維持させるような Lizの値を求めるなら，このときの

(-Liz)がヒックスの HCVである。 (17)において i1U=Oとおいて，

(46) v,.(Llz)2 + 2v p.Ap.dz +vpp(i1p) 2 + 2v,Llz +2vpi1p = 0 

が成立する。そこで V;;(i,j=p, z), Vpおよび v.に(22), (32), (33)および(3船を代

入して整理すれば

(47) r(i1z)2 +2fti1pi1z+ (a +o) (i1p)2 +2i1z-2xi1p =O 

この方程式は次のように定義された G の値がゼロでなければ， 2次曲線を

表す。

0 Vp Vz 

G = Vp Vpp Vpz~-l3(a+o+2紅+rx2) =殴

Vz Vzp Vzz 

19 
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G=l=Oであることは(29)および135)によって保障されている。 r(a+o)一炉<oな

らば双曲線であるが， (38)によりこの条件も満たされている。そこで(4りを解けば

(r-foOとして），

(48) r.dz+p.dp+l=土〔(P-r(a+o))(.dp) +2(/i+rx).dp+l〕％

である。今度も右辺の負の符号は捨てられる。右辺をさらにマクローリン展開

によって 2次近似すれば

l+(p+叫 rp-合(a+o+2紅 +rが）(.dp)2 

であるから， (48)より .dzが求められる。そこで HCV=-.dzであるから，

1 
(49) HGV= -x.dp--o(.dp)2 

2 

がえられる。ただし， (35)により， o= -a -o-2Px-rダ2・

HGVを6図によづて説明すれば，直線 HGの大きさによって示される。ま

た， r=Oの場合は， (4りより

1 HGV= -x.dp+-(a+o+2紅）(.dp)2 
2 

がえられるが， (35)により， a+o+2紅＝一8が成立するから， この場合も(38)の

CSは HGVに等しくなる。

14. MCS再論

最後に， CSと MCSとの関係を調べよう。一般に, <I>(P) =~x(p)dx- であ
るときは，のを Pで微分すれば <I>'=x,もう一度 Pで微分すればが=xpで

ある。従って，のをテイラー展開して 2次の項まで求めれば

1 
<I>(Po+Ap)一の(Po)=<I>'(Po)Ap+百<I>11(Po)(Ap)

1 
＝吟+zXp(Ap)2

が成立する。今， zを一定として上式の x(p)をU3)の x(p,z)と見なせば，マ

ーシャルの消費者余剰 (MCS)の変化は，上の式から

(50) 』MCS= -Fc;,p z)dp= -xAp-1-xp(Ap)2 
Po 

2 

として与えられる。あるいはまた, (29)および(36)を用いて， Xp=8+紅 +rがと

20 
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置き換えてもよい。

貨幣の限界効用が一定の場合は，炉=r=Oであったから，上の式から Xp=o

となる。従って，この場合も CS=MCSが成立することが確かめられる。

ついでながら，ここで CSと MCSとの差はどれだけになるかを計算して

おこう。 (35), (36)によって， a+o=x・ 幻ーo-f3x.ここへ(29)を代入すれば， a+ 

o= -xp-/3x. それゆえ

1 CS-JMCS= --j3x(Jp)2 
2 

15. おわりに

本論において我々は，新しい消費者余剰概念として(31)式を提示した。それは

従来のマーシャルあるいはヒックスによる諸概念と異なるものであるが，もし

貨幣の限界効用を一定と仮定するならば従来のものと一致する，ということも

示された。

とは言え，マーシャルとヒックスとの間には，単なる量的な相違とは別の，

消費者の当面している状況に相違があることも示された。

特に， ヒックスにおいては，効用の変化を求める際に 2次近似の手法がとら

れているが，もしその手法に従うならば我々の式では(17)になるはずである。こ

の点でもヒックスと我々との間には違いがある。

なお，計算の簡単化のため，我々の分析は価格の変化が 1財においてのみ生

じる場合に限定されている。

本論は，当初の目的から言えばまだ未完である。というのは，まだ貨幣の効

用について充分な考察がなされていない。しかし，紙面の都合もあり，この面

の検討は後日を期するとして，問題の一端を次に示すことによって本論を終わ

ることとしよう。

今， pはかを要素とする n次元行ベクトル， X は Xiを要素とする n次

元列ベクトルとしよう。そして q は， q=~wぁ， ~w;=l を満たすものとし

よう。即ち，今度は， m は「他の財（合成財）」ではなく貨幣であり， qは一般

21 
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物価水準を表す (Patinkin(10〕）。 この時， 予算制約線： z=qm+px, が第 7図

の ZE直線であるとする。第 7図は基本的に第4図 (i)と同じものである。

・ ただし，縦軸は m=M/q,横軸は出である。均衡点は Eにあるとして，こ

こで第 i財の価格がかから p;'へ下落したとしよう。その結果，新たな均衡

点は E'となったとしよう。この場合の消費者余剰は図の上でどこに現される

か。ここで注意すべきは， E'点において無差別曲線 I'に接している直線は，

m 軸上の Z点を通らない， ということである。なぜならば， p;・の変化によ

って qもまた変化すると考えなければならないからである。

同図において， たとえばヒックスの HGVをこれまでと同じ方法で求めよ

うとすれば， YZであるはずである。 これはまた S点と E'点との所得差で

もあったはずであるが， 今度はそうはならない。今の場合， Sと E'との所

得差は YZ'となっており，これは YZとは等しくない。

我々は，「他の財」とは異なる貨幣を効用関数に組み込んだ場合の消費者余

剰を改めて考えてみる必要があるのではなかろうか。

m 

xi 

(Pi) 

第1図
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